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預金積金残高の推移

平成27年3月末 平成28年3月末 平成28年9月末 平成27年3月末 平成28年3月末 平成28年9月末

　　科　　目

 　　現金

 　　預け金

 　　有価証券

 　　貸出金

 　　その他資産

 　　有形固定資産

 　　無形固定資産

 　　繰延税金資産

 　　債務保証見返

 　　貸倒引当金

資産の部合計

　　科　　目

 　　預金積金

 　　その他負債

 　　その他引当金

 　　債務保証

負債の部合計

 　　出資金

 　　利益剰余金

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

●貸借対照表 ●損益計算書

経常収益   

　資金運用収益

　役務取引等収益

　その他業務収益

　その他経常収益

経常費用   

　資金調達費用

　役務取引等費用

　その他業務費用

　経費   

　その他経常費用

経常利益   

特別利益   

特別損失   

税引前当期純利益

法人税等合計

当期純利益   

〈参考〉平成28年3月末

 2,758,695 

40,996,276 

201,900 

82,468,821 

847,697 

6,153,093 

74,734 

35,064 

3,495,527 

△ 4,717,877 

132,313,933 

 

〈参考〉平成28年3月末

120,395,047 

639,003 

806,452 

3,495,527 

125,336,031

3,211,506 

3,766,395 

6,977,901 

132,313,933 

平成28年9月末

 2,156,000 

47,670,253 

201,900 

82,489,755 

843,830 

5,956,460 

79,868 

44,377 

3,252,833 

△ 4,649,777 

138,045,503 

 

平成28年9月末

126,102,709 

561,620 

820,972 

3,252,833 

130,738,136

3,239,374 

4,067,992 

7,307,366 

138,045,503 

3,129,564

2,961,999 

152,261 

3,676 

11,627

2,969,585 

386,310 

54,539 

11

2,330,497 

198,226 

159,978 

111,044 

74,222 

196,800 

11,946 

184,853 

1,630,468 

1,469,801 

90,443 

1,225 

68,998

1,283,229 

181,821 

29,010 

—

1,069,576 

2,821 

347,239 

80,193 

　65 

427,367 

77,867 

349,499 

科　　　目
〈参考〉

平成28年3月末

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

業務純益 281,062 339,041 

●主要科目の状況

120,395

平成28年9月末



●貸出金業種別残高・構成比 （単位：千円）

業種区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

製造業 

農業、林業 

漁業 

鉱業、採石業、砂利採取業 

建設業 

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業 

金融業、保険業 

不動産業

物品賃貸業 

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業

飲食業 

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

その他のサービス業

その他の産業

小　計 

国・地方公共団体 

個人（住宅・消費・納税資金等） 

合　計 

299,841

8,048

—

186,324

430,219

3,900

11,347

35,515

3,328,901

1,178,254

33,776,963

10,907

108,690

2,954,634

1,837,089

28,260,016

1,682,774

172,850

2,823,007

3,117

77,112,405

—

5,356,415

82,468,821

231,341

7,312

—

400,831

1,067,112

3,183

11,273

31,902

2,821,203

1,101,149

31,344,169

9,422

663,965

3,992,782

1,708,275

28,385,255

1,746,434

252,986

3,427,170

42,282

77,248,054

—

5,241,700

82,489,755

0.36%

0.01%

0.00%

0.23%

0.52%

0.00%

0.01%

0.04%

4.04%

1.43%

40.96%

0.01%

0.13%

3.58%

2.23%

34.27%

2.04%

0.21%

3.42%

0.00%

93.50%

0.00%

6.50%

100.00%

0.28%

0.01%

0.00%

0.49%

1.29%

0.00%

0.01%

0.04%

3.42%

1.33%

38.00%

0.01%

0.80%

4.84%

2.07%

34.41%

2.12%

0.31%

4.15%

0.05%

93.65%

0.00%

6.35%

100.00%

区　　　分
平成28年9月末  　　　　　　　 〈参考〉平成28年3月末

残　高　　　　　構成比 残　高　　　　　構成比
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（単位：百万円）●金融再生法開示債権及び同債権額に対する保全額

＜平成28年9月末の算出方法＞

債権区分については、平成28年３月末時点における自己査定による債務者区分を前提とし、当組合の定める基準に基

づき４月１日から９月末日までに倒産、不渡り等の客観的な事象が生じた債務者および前記に準ずる事象が生じた債務

者、また、履行状況等に問題のある債務者について、債務者区分の見直しを行い、債務者区分の変更が認められる先

は、変更後の債務者区分を基準としております。

危険債権

要管理債権

不良債権計

正常債権

合　　計

H28.3末

H28.9末

H28.3末

H28.9末

H28.3末

H28.9末

H28.3末

H28.9末

H28.3末

H28.9末

H28.3末

H28.9末

4,280

4,190

2,698

2,375

547

540

7,525

7,106

78,512

78,698

86,037

85,804

1,192

999

1,126

957

200

204

2,519

2,161

3,087

3,190

1,209

1,092

72

72

4,370

4,355

4,280

4,190

2,336

2,049

273

276

6,889

6,516

100.00%

100.00%

86.61%

86.27%

49.92%

51.21%

91.56%

91.70%

100.00%

100.00%

77.00%

77.00%

21.03%

21.47%

87.31%

88.07%

資産の査定の基準については、金融機能再生緊急
措置法施行規則第４条に基づいております。

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権

貸倒引当金引当率
(C)/((A)-(B))

保全率
(D)/(A)

債権額
(A)

担保･保証等
(B)

貸倒引当金
(C)

保全額
(B)+(C)=(D)

●有価証券の状況

１．有価証券の時価、評価差額等に関する事項は次のとおりであります。
　　（1）売買目的有価証券に区分した有価証券はありません。
　　（2）満期保有目的に区分した債券はありません。
　　（3）その他有価証券で時価のあるものはありません。

２．時価のない有価証券は次のとおりであります。
　　非上場株式　201百万円
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●自己資本の充実度に関する事項

（注）

イ．信用リスク・アセット、所要自己資本の額合計                       

　(1)標準的手法が適用されるポートフォリオごとのエクスポージャー                     

　　① ソブリン向け                     

　　② 金融機関向け                     

　　③ 法人等向け                     

　　④ 中小企業等向け及び個人向け                     

　　⑤ 抵当権付住宅ローン                     

　　⑥ 不動産取得等事業向け                     

　　⑦ 3か月以上延滞等                     

　　⑧ 出資等                     

　　　 　　出資等のエクスポージャー

　　　 　　重要な出資のエクスポージャー 

　　⑨ 他の金融機関等の対象資本調達手段のうち対象普通出資等に該

　　　 当するもの以外のものに係るエクスポージャー　

　　⑩ 信用協同組合連合会の対象普通出資等であってコア資本に係る

          調整項目の額に算入されなかった部分に係るエクスポージャー

　　⑪ その他　　                 

　(2)証券化エクスポージャー 

　(3)経過措置によりリスク・アセットの額に算入されるものの額

　(4)他の金融機関等の対象資本調達手段に係るエクスポージャーに係る

　 経過措置によりリスク・アセットの額に算入されなかったものの額

　(5)ＣＶＡリスク相当額を8％で除して得た額

　(6)中央清算機関関連エクスポージャー                     

ロ．オペレーショナル・リスク                       

ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ）                       

平成28年9月末

リスク・アセット

86,162     

86,278     

— 

9,539

32,229     

2,923  

1,169     

29,449     

768     

201

201     

— 

250

499
     

9,246

—    

34     

△150

—

—

5,133

91,296     

所要自己資本額    

3,446     

3,451   

—     

381

1,289     

116     

46     

1,177     

30     

8     

8     

—    

10
     

19

369     

—

1

△6

—

—

205

3,651

（単位：百万円）

1．所要自己資本の額＝リスク・アセットの額×4％
2．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）並びにオフ・バランス取引及び派生商品取引の与信相当額です。
3．「ソブリン」とは、中央政府、中央銀行、地方公共団体、地方公共団体金融機構、日本国の政府関係機関、土地開発公社、地方住宅供
給公社、地方道路公社、外国の中央政府以外の公共部門（当該国内においてソブリン扱いになっているもの）、国際開発銀行、国際決
済銀行、国際通貨基金、欧州中央銀行、欧州共同体、信用保証協会等のことです。

4．「３か月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３か月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー
及び「ソブリン向け」、「金融機関及び第一種金融商品取引業者向け」、「法人等向け」においてリスク・ウェイトが150％になったエ
クスポージャーのことです。
5．「その他」とは、①～⑩に区分されないエクスポージャーです。具体的には、固定資産、繰延税金資産、その他の資産等が含まれます。
6．オペレーショナル・リスクは、当組合は基礎的手法を採用しています。

7．単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×4％

●自己資本比率

国内のみで業務を行う金融機関は４％以上の水準が求められていま

すが、当組合は国際基準である8％を上回る水準となっており、健

全性を確保しています。

7,674 

23 

7,651 

91,296 

8.38%

（単位：百万円）

平成28年9月末

コア資本に係る基礎項目

コア資本に係る調整項目

自己資本額

リスク・アセット等

自己資本比率

7,350 

21 

7,328 

90,162 

8.12%

〈参考〉平成28年3月末

自己資本比率　＝　 ≧　４％　
自己資本額

リスク・アセット等

〈オペレーション・リスク（基礎的手法）の算定方法〉

÷ 8％　
粗利益（直近3年間のうち正の値の合計額）×１５％
直近3年間のうち粗利益が正の値であった年数

国際基準
８％

国内基準
4％

当組合
８.38％
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◆融資を通じた地域貢献
当組合は、組合員の皆様方へのご融資を通じて地域の経済活動、組合員の事業支援並びに個人の皆様の生活向上に

役立てられるよう多種多様な商品を取り揃え、円滑な資金供給に努めております。　

　① 貸出状況 

　　　事業者：運転資金　21,068百万円　　設備資金　　  56,894百万円 

　　　個　人：住宅ローン　3,381百万円　   消費者ローン　　   802百万円　　

　② 新規創業支援ローンの取扱状況 

　　　新規創業者支援ローン「ウンウォン」　　96件　449百万円

　　　女性・若者・シニア創業サポート事業　　　2件　　11百万円

　③ 在日本朝鮮商工会推薦融資の取扱状況 

　　　13件　　14百万円

　④ 地方自治体の制度融資の取扱状況

　　　47件　265百万円

◆地域貢献に対する経営姿勢
当組合は、地域の在日同胞の方々が主な組合員となり、お互いに助け合い、発展していくという相互扶助の理念に

基づいた金融事業を通じて、組合員の事業の発展や生活の質の向上に貢献することを活動の基本としております。                     

また、組合員を中心としたお取引先一人ひとりの顔が見えるきめ細かな金融取引を基本として、当組合の経営資源

を活用し、地域社会の生活の質や文化の向上に積極的に取り組んでおります。

◆預金を通じた地域貢献
地域の金融機関として、組合員をはじめとするお客様のライフステージをサポートするため、各種預金商品を取り

揃え、お預かりしたご預金は、事業を営む皆様の設備資金や運転資金としてご融資しております。   

また、個人のお客様には住宅ローン等のご融資を通じて、生活環境の向上、地域発展のためにご活用いただいてお

ります。

◆トピックス
４月　　１日　　２０１６年度入組式

　　　　５日　　第２回宇都宮ハナ会ゴルフコンペ

　　　　６日　　第５回埼玉地域合同ゴルフコンペ

　　　　８日　　第１４回東京地域同胞親睦ゴルフコンペ

　　　１５日　　防災訓練の実施

　　　２３日　　渉外研修会

６月　２４日　　第１５回通常総代会

７月　　２日　　融資担当者研修会

　　　　９日　　女性キャリアアップ研修会

　　　１３日　　神奈川後援会「次世代会」特別講演会

　　　１４日　　亀戸支店地域拡大総代会

７月　２５日　　大和支店後援会ゴルフコンペ   

８月　　４日　　ハナ五反田会懇親会     

　　　　５日　　松本支店地域拡大総代会    

９月　　３日　　渉外役席会議      

　　　　９日　　神奈川地域拡大総代会    

　　　１０日　　融資担当者研修会     

　　　１３日　　松本支店後援会「ハナの木」ゴルフコンペ  

　　　１３日　　課外授業（東京第1、東京第４初級部６年）  

　　　２２日　　神奈川第３回ハナカップ（フットサル）  

　　　２４日　　預金役席会議      

２６～２７日　　上野支店ゴルフ旅行 

◆文化的・社会的貢献に関する活動
①１都８県の朝鮮幼稚園、朝鮮学校初級部、中級部の新入生全員に記念品（学習文具・カバン）を贈呈し、民族教

　　育を応援しています。                

②各地域後援会等が開催する講演会やセミナー、ゴルフ、旅行等の親睦行事を積極的にサポートしています。  

③「しんくみの日週間」の活動として献血運動に３名の職員が参加しました。       

④「省エネルギー対策」として、電気の間引きやエレベーターの一部稼働停止、意識的に空調室温を抑えることで

　　電力使用量の削減に努めています。 

地域貢献活動
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トピックス

亀戸支店地域拡大総代会 松本支店地域拡大総代会

神奈川地域拡大総代会 生活相談室（ウリウリコッポンオリでブース設置）

第２回「宇都宮ハナ会」ゴルフコンペ 埼玉地域第５回合同ゴルフコンペ

第１４回東京地域親睦ゴルフコンペ 松本支店後援会「ハナの木」ゴルフコンペ
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ハナ次世代会主催　特別講演会 ハナ次世代会主催　第３回ハナカップ

課外授業（東京朝鮮第１幼初中級学校　初級部６学年）

課外授業（東京朝鮮第４初中級学校　初級部６学年）
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